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第
九
卷

x
i

M

七
八'

}

批
評
と
糾
.介

资
.十
一

1

级

四

、
批

評

と

縐

介I 

.

.
-
- 

• 

-

麒
墨
S

『

改
定
經
濟
學
講
義』

第〗

卷

大
1£

四
年
十
，

1
月
大
倉
馑
店
筱
行 

.猫
版
ニ
首
三
十
六
筲
洚
僙
命
八
十
五
錢

•

英
國
.正
銃
派
の
唱
へ.た
る
學
說
を
經
マC,爲
し
渙
太
利
.
' 

派
0
新
說
を
緯
ヾ
し
し
て
、
折
衷
學
派
を
_
立
し
，
獨
逸
ゆ 

歷
史
學
派
の
硏
究
法
を
參
酌
し
て
生
き
允
る
人
間
の
經 

濟
的
活
動
の
硏
究
を
唱
遨
し
，
斯
學
に

r

新
方
面
を
開 

拓
せ
し
は
彼
の
英
國
經
濟
學
著
の
.瓦
擘
ア
>
 
フ
レ
ッ
ド®

マ
ー
シ
ャ 
>

敎
授
典
人
に
外
な
ら
ず0

其

の

著『

經
濟. 

M

論』

が

發

員-^
旣

に

一

世

紀

の

四

半

期

に

達

せ

る

に
 

も
拘
ら
ず"

尙
ほ
依
然V

J

し
て
學
界
の
權
威
れ
る
は
蓋 

し
偶
然
の
結
果
に
非
ざ
る
な6

0

荀
く
も
經
濟
學
を
知 

ら
んV

J:

欲
す
る
者
は
之
を
反
鑛
熟
酿
せ
す
し
て
可
な
ら 

ん
や
o

而
か
も
マ
氏
の
文
體
は
邦
人
に
取
$
て
は
必
ず 

し
も
平
爲
明
决
な-
^

ビ
云
ふ
こ
^
能
は
ざ
る
の
戚
な
き

に
：非
^

?

.
,

此
重
要
な
る
而
か
も
通
寵
易
か
ら
ざ
る
名
著
を
ば
流

' 

暢
玲
瓏
な
る
邦
文
を
以
て
解
說
せる
も
の
は,

福
田
» 

士

のr

經
濟
學
講
_』

な
-sw

す。され此

9
 

義』

：は
軍
に
マ
ー
ン
，

ダ
敎S

の
學
說
を
驛
述せ
る
の
、
 

み
：に
非
す
し
て
、.泰
西
諸
大
家
の
說
を
引
用
し
、
加
ふ 

る
に
傅
士
自
身
の
見
解
を
載
せ
、
.

，

各
問
題
の
集
約
的̂

.
 

究
を
試
み
れ
る
：
'も
の
な
ぅ
。

' 

1

度
び
：之
を
繙
か
ん
か
、 

博

士

の

.庫

利

な

る

論
法

ビ

該
傅
な
る
識
見
は
紙
而
に® 

如
れ
.る
を
覺
ゅo
此
書
.
上

梓

せ

：
ら

る

V

や
洛
陽
の
紙®
, 

爲
め
に
騰
か
办
し
は
故.な
-き
忙
非
ら
ず
ビ
謂
つ可
き

..
 

か
？ 

'

, 

此
書
の
初
版
は''明
治
四
十
年
に
出
で
，
其
後
版
を
$
- 

ぬ
る
。こ
ヾ」
»
囘
、
最
近
に
於
て
絕
版
^
付
せ
ら
れ
し
が 

今
同
著
潜
は
大
にI其
內
容
の.組
織
^;
變
M
し
て
其I

部 

を
發
表
せ
：&

れ
れ

&

9

.

是
れ
即
ち『

改
定
經
濟
學
講

*

H

 

第
.1

§

^

$

0
改
定
前
に
於
て
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の 

學
說
を
區
分
的
に
紹
介
じ

'
)

各
節

#

に
i f

士
自
身
の
枇

.

評
t

e

釋
を
施
す
の
方
法
る
採
り
た
る
が

"

新

版

に

.
於

て 

は
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
の
說
ズ
駐
釋
ビ
を
全
く
分
離
し
て
、 

兩
*

を
各
々】

括
し
て
系
統
的
に
列
載
せ
る
を
以
て
、 

改
定
版
は
原
著
書
並
に
博

±

の
思
想
を
組
織
的
.に
窺
ふ 

こV
J

を
得
る
點
に
於
て

#

版
に
優
れ

-

^

J

云
は
ざ
る
可 

か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
譯
文
並
に
評
釋
を
通
じ
て
页 

R

1

段
の
改
獄
推
敲
を
ふ
加
べ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
本 

書
は
改
版
ど
稱
す
る
も
寧
^
新
著
述
ど
看
做
す
可
き
も 

.の
な
る
が
如
し
0 .

本
書
は
全
部
を
六
卷
：に
分
ち
順
次
上
梓
せ
ら
る

V

豫 

定な云ふ

9

今
囘
發
表
せ

&

れ
た
る
第】

卷
に
載 

す

る

所

は

『

序

論』

ミ

其

の

『

補

論』

に

，し

て

"

序

論

は

即
 

ち
マ
ー
シ
ャ
ル
氏『

原
論』

.

第

一

卷『

序
論
：

J
.

の
紹
介
に 

し
て
、『

■

畠』

.

は
福
田
博
士
が
‘
氏
め
提
出
せ
る

各
問 

題
纪
就
き
て
页
に
諸
方
面
ょ
彡
硏
騣
せ
&
れ
れ
る
成
果 

を
載
せ
た

6

0

吾
人
は
學
生
の
み
な
&
す
學
者
に
對
し 

て

も

^

大

の

刺

戟

^ -

與
ふ
る
本
書
の
續
編
が
全
部

I

日 

も
早
く
發
表
せ
ら
れ
ん
ザ」

^ .

を
希
はh

る
を
得
ず
。

锘
九
怨

(

一
四
七
九)

批
評
と
紹
介

: づ
：.

J;
:

I
f
:
F
現

代

式

商̂

0
’經

營j 

•

,
 

倥
脇
出
版
部

'

出
版
'
定
値
鱟
圆
八
拾
錢

題
し
て
商
店
の
經
營VJ

い
，ふ
も
各
種
の
商
店
全®
.
に 

•

亘-
V

て
商
業
經
營
の.1

へ
般
方
法
を
說
明
せ
る
敎
科
書
的 

一
の
著
作
に
非

中
。
現
代
式
の
小
寶
商
店
殊
に
主
ど
し
て 

大
規
模
な
る
小
賣
商
店
.の
經
營
方
法
に
關し

.
'

て
著
卷
多 

年
の
硏
究
の
結
果
を
列
序
せ
る
も
の
な6

0

說
く
所
、 

小
賣
商
の
組
織
設
備
及
び
運
用
ょ
.ぅ
販
賣
の
方
法
顧
客 

吸

引

の

.手

段

に

宜

り

て

ゝ

小

賣

直

段

、
小

賣

の

經

费

、
,
 

務
の
整
理
、.
f

の
方
法
ゅ
瓤
引
販
賣
通
信
販
寶
"
顧 

客
0

.待
遇
等
に
關
す
る
進
步
せ
る
歐
米
商
店
の
實
狀
ど 

我
國
は
於
け
る
其
應
用
の
適
否
並
に
方
法
を盡
し
、
全 

獲
ニ
十
六
章
五
百
三
：十
頁
を
黛
す
る
此
種
近
來
の
一
大 

ノ
著
述
な
i

o
 

,

著
渚
は
三
越
吳
服
店
員
ミ
し
て
穸
年
此
方
面
の
實
驗 

を
有
し

,

又
.

斯
業
視
察
の
爲
.に
廣
く
歐
米
各
國
を
巡
歷 

し
て
見
學
を
爲
せ
る
人

”

其
所
難
の
實
際
的
に
し
で

1

 

く
彼

.

我
.

の
長
短
を
穿
で
.る
實
に
此
種
著
作
中
の
白
眉
ミ

.

第
十
二
^
,
'
.
.
プ
四
三


